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平成19年3月
岡山県備前市

　このたび新「備前市」の市勢の発展と住民福祉の向上を図るため、合併協議会で策定した「新市まちづくり計
画」を基本として、平成19年度を初年度とする10ヵ年の総合的かつ計画的な行政の運営の指針となる「総合計
画」を策定しました。
　本計画では、恵まれた美しい海や山の自然、千年の歴史と伝統を誇る備前焼や国宝閑谷学校などの貴重な文化
遺産を生かしながら、中国地方の東の玄関口として「海とみどりと炎のまち　～ひとが元気、笑顔あふれる～」を
基本理念に、まちづくりの主役である市民の皆様と行政の協働によるまちづくりを進めることとしています。



　自然や地域の環境を保全しながら、計画的な土地利用を行い、限られた土地の有効活用を図ります。道
路や上下水道、ごみ・し尿処理施設などの計画的な整備に努めます。日生本土と鹿久居島を結ぶ架橋に
ついては、地域の活性化と島民の生活の安定を図るため、早期完成を目指します。下水道については、河
川や瀬戸内海の水質と環境の保全を図るため、計画的に整備を進めます。 
　また、若者定住策として安価な宅地の開発・供給や市営住宅の計画的な改修や公園緑地の整備に努め
ます。 
　バス路線については、民間事業者の協力を得ながら、子どもや高齢者などの利便性を考慮した路線や
運行ダイヤに努めます。 

1

　環境への負荷の少ないクリーンエネルギーなどを利用することにより、大気汚染や水質汚濁を未然に
防止し、自然環境の保全に努めます。 
　また、市民や団体との協働による環境美化活動や自然保護を推進します。 

2

　災害や火災の被害を最小限に抑えるため、防災・防火意識の向上と自主防災組織の育成強化や常備消
防との連携強化など消防体制の整備充実に努めます。 
　市民一人ひとりが「自らの安全は自ら守る。地域の安全は地域で守る。」という防犯意識の向上に努め
ます。 
　歩行者などが安全に通行できる交通安全施設の整備や交通安全教育を推進します。 

4

　放課後児童クラブや特別保育を拡充し、児童生徒医療費助成事業などの経済的支援を充実させ、子育
てに夢や希望が持てる環境づくりを進めます。 
　高齢者や障害（児）者など生活弱者については、福祉ボランティアとの協働により、支援の充実と社会
参加や自立の推進に努めます。 

1

　市民自らが健康管理できるよう保健事業の充実と愛育委員や栄養委員などの健康づくりリーダーとの
協働による健康づくりを推進します。 
　市立三病院は連携を強化し、地域密着型の医療サービスを提供しながら、健全経営を目指します。また、
老朽化が著しい備前病院については、市内の中核的病院として、建替えを検討します。 
　また、社会生活の変化や複雑化に伴い、心の健康が損なわれた方や精神障害者の支援の充実に努めま
す。 

2

　台風等の豪雨や高潮による災害を未然に防ぐため、河川、ため池などの施設改修、海岸高潮対策など
を推進します。 

3

　教育施設の整備や幼稚園と保育園の連携、教員の資質の向上、児童生徒の支援体制の充実、学校と家
庭・地域との連携など、教育環境の整備に努めます。 
　また、情報化、国際化時代に対応した教育の充実を図ります。 

1

　公民館活動や家庭教育、人権教育、青少年教育などの充実と、子ども会や婦人会、青年団、高齢者など
の各種団体の活動を支援します。 
　また、市民が生涯を通じて生き生きと暮らすために、いつでも、どこでも、誰でも生涯学習やスポーツな
どに取り組むことができる環境づくりを進めます。 

2

　文化財の保護・保存を行い、それを生かした個性豊かな地域文化の創造と発展に努めます。 
　また、人々に楽しさや感動を与え、豊かな人間性を養う文化芸術を創造していく機会の拡充を進めます。 
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　農業については、農地の高度利用や農業基盤整備を進めるとともに、水稲をはじめ果樹の生産振興や
農産加工品の開発など、関係機関との連携により、特色ある農業の確立を図ります。 
　漁業については、漁場環境の整備に努めるとともに、カキ養殖を中心に、養殖漁業を支援していきます。
本市の観光面でも大きな役割を果たしている鮮魚市「五味（ごみ）の市」や「真魚（まな）市」などの整備
充実を図ります。 
　また、安全で豊富な農作物や水産物の地産地消を進めます。 

1 

　企業誘致による地域の活性化を図るため、恵まれた地理的優位性を生かし、遊休化している工場用地
や市有地への積極的な企業誘致活動を行います。 
　工業や商業、海運業については、関係機関との連携により支援するとともに、道路や港湾などの基盤整
備を進めます。 
　また、起業家の人材育成やコミュニティビジネスの取組みへの支援などを行います。 

2 

　備前焼や国宝の閑谷学校､日生諸島、五味の市、八塔寺ふるさと村など多くの観光資源があり、それぞ
れの地域の個性を生かした観光振興に努めます。 
　各種のイベントを通じて、地域が観光客を温かくおもてなしする意識の醸成を図り、観光客の満足度の
向上に努めます。 
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　広報紙やホームページの内容の充実を図り、市政の動きやきめ細かな情報の提供に努め
ます。 
　また、市民一人ひとりが地域の中で、輝き、元気に暮らせるよう、自助・共助・公助により、市
民主体の協働のまちづくりを進めます。 

1 

　オーストラリア・南オーストラリア州クレア＆ギルバートバレー町と韓国・蔚山広域市東区文
化院との青少年を中心とした交流を行います。 
　女性と男性が互いにその人権を尊重し、その個性と能力を十分に発揮できる男女共同参
画社会を目指します。 
　また、人権尊重の社会実現のため、人権啓発を行い、人権意識の高揚に努め、ふれあい豊
かなまちづくりを進めます。　 
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　市民の多様なニーズに即応した行政サービスができるよう政策形成機能・総合調整機能
の充実を図るとともに、課題に対して有効な施策を展開し、意思決定の迅速な行政組織を目
指します。 
　行政情報の公開については、市民に対して説明責任を果たすとともに、個人情報の保護
に十分配慮しながら、情報公開制度の適切な運営に努めます。　 
　財政運営では、経済性、効率性を重視し、簡素
で効率的な財政運営に努め、健全で自立したま
ちづくりを進めます。 
　財政状況が厳しい中で、自助・共助・公助を基
本とした「市民との協働による小さな市役所」
を目指します。 


